












































































































































































































J-Jerve Guibcn. (fsabelle Adjani， Jardin dcs Planles， Paris， 1980)， 
Herue Cuiberl Pholograthe. Paris. Gallimarcl. 2011. p， 61. 
|司|引にの女優の美しさに対する'11';しみない賛辞、とくにその数まれなる|慌のJdf与を読んだ
後に、ギベールがアジャーニをモデルにJ位協したり:}l1'F，1I1を見ると鰐かされる。なぜなら
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